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この製品は、関連するEU規制に適合しています；
詳細については、DOC シート（規格適合証明書）
をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンン
ののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因ととと
なななるるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーー
クククアアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルル
ニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機
械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす
のののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用芝刈り機
であり、そのような業務に従事するプロのオペレー
タが運転操作することを前提として製造されていま
す。この製品は、集約的で高度な管理を受けている
ゴルフ場や公園、スポーツフィールド、商用目的で
使用される芝生に対する刈り込み管理を行うことを
主たる目的として製造されております。本機は、雑
草地や道路わきの草刈り、農業用地における刈り取
りなどを目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合： www.Toro.com
製品・アクセサリに関する情報、代理店についての
情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際
には、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお
知らせください。モデル番号とシリアル番号はフ
レームの左側、フットレストの下に取り付けた銘板
に表示されています。いまのうちに番号をメモし
ておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 1を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械ははは、、、リリリアアアウウウェェェイイイトトトををを搭搭搭載載載すすするるるこここ
とととににによよよっっってててCENCENCEN安安安全全全規規規格格格EN836:EN836:EN836: 199719971997、、、ISOISOISO
規規規格格格5395:5395:5395: 199019901990おおおよよよびびびANSIANSIANSI規規規格格格B71.4-2004B71.4-2004B71.4-2004
ににに適適適合合合とととなななるるる製製製品品品とととしししててて製製製造造造ささされれれててていいいままま
すすす。。。666 リリリアアアウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる (((ペペペーーージジジ 161616)))ををを
参参参照照照。。。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、
人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意ややや安安安全全全注注注意意意標標標識識識のののつつついいいててて
いいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは「「「注注注
意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわ
るるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるる
ととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるこここととと
がががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997、ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004から抜粋し
たものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このマニュアルや関連する機器のマニュアルを

よくお読みください。各部の操作方法や本機の
正しい使用方法に十分慣れておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械を操作
させないでください。地域によっては機械のオ
ペレータに年齢制限を設けていることがありま
すのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切な
トレーニングを行ってください。トレーニング
はオーナーの責任です。特に以下の点について
の十分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注
意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御す
ることは非常に難しくなること。斜面で制御
不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握し
ていなかった；

◊ ヒッチの取り付けや積荷の重量分配の不
適切。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に
責任があり、オペレータやユーザーの注意に
よって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業には頑丈な靴と長ズボン、および聴覚保護

具を着用してください。長い髪、だぶついた衣
服、装飾品などは可動部に巻き込まれる危険が
あります。また、裸足やサンダルで機械を運
転しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業場所をよく確認しましょう。

• 警警警告告告：燃料は引火性が極めて高い。以下の注意
を必ず守ってください。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジン
の運転中やエンジンが熱い間に燃料タンクの
ふたを開けたり給油したりしない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。機械
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが
十分に拡散するまで引火の原因となるもの
を近づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタはしっ
かり締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す
るにはどのようなアクセサリやアタッチメント
が必要かを判断してください。メーカーが認め
た以外のアクセサリやアタッチメントを使用し
ないでください。

• オペレータコントロールやインタロックスイッ
チなどの安全装置が正しく機能しているか、ま
た安全カバーなどが外れたり壊れたりしていな
いか点検してください。これらが正しく機能し
ない時には芝刈り作業を行わないでください。

運運運転転転操操操作作作
• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切っ

た場所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュートラ
ルにし、駐車ブレーキを掛けてください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での
作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため：

– 斜面では急停止・急発進しない。

– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。
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– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
ること。

– 急な旋回をしないでください。バックする時
には安全に十分注意する。

– マニュアルに指示があれば、カウンタバラン
ス やホイールバランスを使用すること。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠らな
いようにしましょう。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意しましょう。

• 芝面以外の場所を走行するときはブレードの回
転を止めてください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方向に
気を付け、人に向けないようにしてください。ま
た作業中は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられてい
ない状態のままで運転しないでください。イン
タロック装置は絶対に取り外さないこと、ま
た、正しく調整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。規
定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– 平坦な場所に停止する；

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降
させる；

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車ブ
レーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチ
メントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、エ
ンジンを止めてください。

– 燃料を補給するとき

– 集草袋や集草バスケットを取り外すとき

– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置から
遠隔操作で刈り高を変更できる時にはこの
限りでありません。

– 詰まりを取り除くとき

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行うと
き；

– 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動
を感じたとき。機械に損傷がないか点検し、
必要があれば修理を行ってください。点検
修理が終わるまでは作業を再開しないでく
ださい。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げて
おいて下さい。また、燃料バルブの付いている
機種では燃料バルブを閉じてください。

• カッティングユニットに手足を近づけないで
ください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなど
は、減速し周囲に十分な注意を払ってくださ
い。刈り込み中以外はブレードの回転を止めて
おいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの
障害物の近くでは安全に十分注意してください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、

ナット、ネジ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分
離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リーの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホ
コリなどが溜まらないようご注意ください。

• グラスキャッチャーは傷や破損が出やすいの
で、こまめに点検してください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあるか
点検を怠らないでください。消耗したり破損し
た部品やステッカーは安全のため早期に交換し
てください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋
外で作業を行ってください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように十
分注意してください。

• 複数のリールを持つ機械では、１つのリールを
回転させると他のリールも回転する場合があり
ますから注意してください。

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、
カッティングユニットを降下させ、駐車ブレーキ
を掛け、エンジンを停止し、キーを抜き取ってく
ださい。また、必ず機械各部の動きが完全に停止
したのを確認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動
部、マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリな
どが溜まらないようご注意ください。オイルや
燃料がこぼれた場合はふきとってください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確
実に支えてください。
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• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が
掛かっている場合があります。取り外しには十
分注意してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を外し
てください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケー
ブルを外してください。取り付けるときにはプ
ラスケーブルから接続します。

• リールの点検を行うときには安全に十分注意し
てください。必ず手袋を着用してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の
良い場所で行ってください。バッテリーと充電
器の接続や切り離しを行うときは、充電器をコ
ンセントから抜いておいてください。また、安
全な服装を心がけ、工具は確実に絶縁されたも
のを使ってください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたた
だだだくくくたたためめめににに：：： TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はCEN、ISO、ANSI規格には含まれて
いませんが、Toroの芝刈り機を安全に使用していた
だくために必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユー
ザーや周囲の人間に危険な場合があります。

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質ででであああ
るるる一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転ししし
ななないいいこここととと。。。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• テニスシューズやスニーカーでの作業は避け
てください。

• 安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。地
域によってはこれらの着用が義務付けられてい
ますのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。こ
ぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検して
ください。スイッチの故障を発見したら必ず修
理してから使用してください。

• エンジンを始動する時は必ず着席してください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走事故
を防止するために以下の点にご注意ください：

– サンドトラップや溝・小川などに近づかな
いこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速してく
ださい｡急停止や急発進をしないこと。

– 道路横断時の安全に注意｡常に道を譲る心掛
けを｡

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減速
し､確実な車両制御を行うこと｡

• 移動走行時にはカッティングユニットを上昇
させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、
マフラー、排気管などに触れると火傷の危険が
ありますから手を触れないでください。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなっ
たりした時は、絶対にＵターンしないでくださ
い。必ずバックで、ゆっくりと下がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら直ちにリール
停止｡注意力の分散、アップダウン、カッティ
ングユニットから飛びだす異物など思わぬ危険
があります。周囲に人がいなくなるまでは作
業を再開しないこと。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してく

ださい。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続
やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出していますから、手などを近づけ
ないでください。リークの点検には新聞紙や
ボール紙を使い、絶対に手を直接差し入れたり
しないでください。高圧で噴出する作動油は皮
膚を貫通し、身体に重大な損傷を引き起こしま
す。万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ち
に専門医の治療を受けてください。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、カッティングユニットを下降させてシ
ステム内部の圧力を完全に解放してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的に点
検してください。必要に応じて締め付けや修
理交換してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければ
ならない時は、手足や頭や衣服をカッティング
ユニットや可動部に近づけないように十分ご注
意ください。また、無用の人間を近づけない
ようにしてください｡

• Toro正規代理店でタコメータによるエンジン回
転数検査を受け、安全性と精度を確認しておき
ましょう。この機械の最大エンジン速度は3200
RPMです。

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必要
な時Toro 正規代理店にご相談ください。

• 交換部品やアクセサリはToro純正品をお求めくだ
さい。他社の部品やアクセサリを御使用になると
製品保証を受けられなくなる場合があります。
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音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 105 dBA であることが
確認されています； ただしこの数値には不確定値
（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 84 dBA であることが確認されていま
す； ただしこの数値には不確定値（K）1 dBA が
含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.84 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.77 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.27 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

108-5278108-5278108-5278

1. 参照：オペレーターズマニュアル。

93-727293-727293-7272

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険： 可動部に近づか
ないこと。

93–669693–669693–6696

1. 負荷が掛かっている危険：オペレーターズマニュアルを読
むこと。

117–2385117–2385117–2385

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

3. エンジン： 予熱

2. エンジン： 始動 4. エンジン： 停止

106-6754106-6754106-6754

1. 警告： 表面が熱い。触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれの
危険：可動部に近づかないこと。
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110-0986110-0986110-0986

1. 駐車ブレーキの操作方法；ブレーキペダルと駐車ブレーキペ
ダルを踏み込む

2. ブレーキの操作方法：ブレーキペダルを踏み込む

3. 前進走行；走行ペダルを踏み込む

4. リール回転許可モード

5. 移動走行モード

110-0989110-0989110-0989

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

110-8924110-8924110-8924

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読みトレーニングを受け
ること

2. 異物が飛び出す危険 － 人を近づけないこと

3. 警告 ― 斜面に駐車しないこと；平らな場所で、駐車ブレーキ
を掛け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止さ
せ、マシンから離れる場合にはキーを抜き取ること

4. 転倒の危険 ― 旋回する時は速度を落とすこと；高速でターン
しないこと；下り坂ではカッティングユニットを下降させること；
ROPS（横転保護バー）とシートベルトを使うこと。

5. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと；このマシン
を牽引しないこと

110-8986110-8986110-8986

（CE用ステッカー P/N 110–8924 の上から貼り付ける）
* この安全ステッカーには、ヨーロッパの芝刈り機安全規格 EN836:1997 に適合するため

に必要な斜面での運転に関する注意事項が記載されています。ここに記載されている斜

面の角度は、この規格で記述され、また要求されている控えめな角度です。

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読みトレーニングを受け
ること

2. 異物が飛び出す危険 － 人を近づけないこと

3. 警告 ― 斜面に駐車しないこと；平らな場所で、駐車ブレーキ
を掛け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止さ
せ、マシンから離れる場合にはキーを抜き取ること

4. 転倒の危険 ― 15°を超える斜面では使用しないこと

5. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと；このマシン
を牽引しないこと
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110-8921110-8921110-8921

1. トラクションユニットの速度

2. 低速

3. 高速

110-9642110-9642110-9642

1. 負荷が掛かっている危険 － オペレーターズマニュアル を読
むこと

2. ロッドブラケットに一番近い穴にコッターピンを移し、昇降
アームとヨークをを外す

106-6755106-6755106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告： 表面が熱い。触れな
いこと。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告： オペレーターズマ
ニュアルを読むこと。

93-668993-668993-6689

1. 警告 － 人を乗せないこと。

117–0170117–0170117–0170

1. ヘッドライト 6. 無段階調整（スロットル）

2. 入 7. 低速

3. PTO 8. カッティングユニット下降

4. 切 9. カッティングユニット上昇

5. 高速 10. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。
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114–8891114–8891114–8891

1. 前リール回路コントロール 3. 刈り込みとバックラップ 5. 刈高

2. 後リール回路コントロール 4. オペレーターズマニュアルを読むこと 6. トラクションユニットの速度

117-0168117-0168117-0168

1. オペレーターズマニュアルを読むこと
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を調整します。

222 必要なパーツはありません。 – ステップの高さを調整します。

333 必要なパーツはありません。 – コントロールアームの位置を調整します。

前ホースガイド（右） 1
444 前ホースガイド（左） 1

カッティングユニットを取り付ける。

555 必要なパーツはありません。 – ターフ補正スプリングを調整します。

666 リアウェイト（マシン構成により異なる）
条件に
よる

リアウェイトを取り付ける（ご注文は Toro
代理店へ）

フードラッチ･アセンブリ 1
777 ワッシャ 1

フードにCE用のラッチを取り付ける.

888 カッティングユニットのキックスタンド 1 カッティングユニットのキックスタンドを
取り付けます。

999 ゲージバー 1 ゲージバーは刈高の調整に使用します。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 運転をする前にオペレーターズマニュアルを読んでください。

エンジンマニュアル 1 運転をする前にエンジンのオペレーターズマニュアルを読
んでください。

パーツカタログ 1 交換部品のご注文などには、パーツカタログ をご使用くだ
さい。

CE 認証証明書 1 CE 規格に適合していることを証明する書類です 規格認証

オペレータのためのトレーニング資料 1 機械を実際に運転する前に、トレーニング資料をよくご覧
ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。
運転前に正しいレベルに下げてください。適正圧は
前・後輪とも83～41 kPa（0.28～0.42 kg/cm2=12-15
psi）です。

重重重要要要 各各各タタタイイイヤヤヤがががタタターーーフフフににに均均均等等等ににに着着着地地地すすするるるよよよううう、、、全全全
部部部のののタタタイイイヤヤヤををを同同同じじじ圧圧圧力力力ににに調調調整整整てててくくくだだださささいいい。。。

2
ススステテテッッップププののの高高高さささををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

オペレータが乗り降りしやすいように、ステップの
高さを調整することができます。

1. ステップブラケットをトラクションユニット
のフレームに固定しているボルトとナット（2
組）を外す（図 2）。

図図図 222

1. ステップ 2. ステップのブラケット

2. 希望する高さにステップをセットしたら、ボ
ルトとナットで、ブラケットを固定する。

3. 機体の反対側についているステップに対して
も同じ作業を行う。

3
コココンンントトトロロローーールルルアアアーーームムムののの位位位置置置ををを調調調
整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

オペレータが運転しやすいように、コントロール･
アームの位置を調整することができます。

1. コントロールアームをリテーナブラケットに固
定している2本のボルトをゆるめる（図 3）。

図図図 333

1. コントロールアーム 3. ボルト（2本）

2. リテーナブラケット

2. コントロールアームを希望位置に動かし、ボ
ルトを締めて固定する。
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4
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 前ホースガイド（右）

1 前ホースガイド（左）

手手手順順順

1. 出荷用ブラケットからリールモータを取り出
す。

2. 出荷用ブラケットを外して廃棄する。

3. カッティングユニットをカートンから取り出
し、同梱されている オペレーターズマニュア
ルにしたがって組み立ておよび調整を行う。

4. カウンタウェイト(図 4) を、決められている
側に取り付ける；カッティングユニットのオ
ペレーターズマニュアルを参照。

図図図 444

1. カウンタウェイト

5. 以下の要領で、ターフ補正スプリングの位置
換えを行う：

注注注 どのカッティングユニットも、カッティン
グユニットの右側にターフ補正スプリングを
取り付けて出荷している。ターフ補正スプリ
ングは、リール駆動用モータを取り付ける側
に取り付ける必要がある。

A. カッティングユニットのタブにロッドブ
ラケットを固定しているキャリッジボル
ト2本を外す（図 5）。

図図図 555

1. ターフ補正スプリング 3. スプリングチューブ

2. ロッドブラケット

B. スプリングチューブ・ボルトをキャリア
フレームのタブに固定しているフランジ
ナットを外して（図 5）アセンブリを取
り外す。

C. スプリング･チューブのボルトを、反対側
のキャリア･フレームのタブに取り付け、
フランジ･ナットで固定する。

注注注 ボルトは、図 6に示すように、頭部が
外側にくるように取り付ける。

図図図 666

1. 反対側のキャリアフレーム
タブ

2. ロッドブラケット

D. カッティングユニットのタブにロッドブ
ラケットを取り付け、キャリッジボルト2
本とナットで固定する（図 6）。

重重重要要要 #4#4#4（（（左左左前前前）））カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ととと、、、#5#5#5（（（右右右前前前）））カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトででで
ははは（（（図図図 777）））、、、ロロロッッッドドドブブブラララケケケッッットトト取取取りりり付付付けけけ
ナナナッッットトトををを使使使っっっててて、、、各各各ユユユニニニッッットトトのののタタタブブブののの前前前
ににに、、、ホホホーーースススガガガイイイドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる（（（図図図 888）））。。。
ホホホーーースススガガガイイイドドドははは、、、中中中央央央カカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトににに向向向かかかっっっててて傾傾傾斜斜斜すすするるるのののががが正正正しししいいい
（（（図図図 888ととと図図図 999）））。。。

図図図 777
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図図図 888

1. ホースガイド（図は #4 用） 3. ナット

2. ロッドブラケット

g019284

1
1

図図図 999

1. ホースガイド（それぞれ中央カッティングユニットに向かって傾斜するのが正しい）

注注注 カッティングユニットをトラクション
ユニットに取り付ける時には、ロッドブラ
ケットの隣にあるスプリングロッド穴にヘ
アピンコッターを、忘れずに取り付けてく
ださい。トラクションユニットを外してい
る時は、必ずヘアピンコッターをロッド
の端の穴に差し込んでおいてください。

6. 全部の昇降アームを完全に下降させる。

7. 昇降アームのピボットヨークからスナッパピ
ンとキャップを取る（図 10）。

図図図 101010

1. スナッパピン 2. キャップ
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8. フロントに取り付けるカッティングユニット
は、昇降アームの下に入れるときにキャリア
フレームのシャフトを立てて昇降アームのピ
ボットヨークに挿入する（図 11）。

図図図 111111

1. 昇降アーム 3. 昇降アームのピボットヨーク

2. キャリアフレームのシャフト

9. 刈高 18 mm 超で使用する場合には、リアカッ
ティングユニットの取り付けは以下の要領で
行う。

A. 昇降アームのピボットシャフトを昇降アー
ムに固定しているリンチピンとワッシャ
を外し、昇降アームからピボットシャフ
トを抜き出す（図 12）。

図図図 121212

1. 昇降アームのピボットシャフトのリンチピンとワッシャ

B. 昇降アームのヨークをキャリアフレーム
のシャフトに通す（図 11）。

C. 昇降アームのシャフトを昇降アームに差
し込み、ワッシャとリンチピンで固定す
る（図 12）。

10. キャリアフレームのシャフトと昇降アームの
ヨークにキャップを通す。

11. スナッパ･ピンを使って、キャップとキャリ
ア･フレームのシャフトとを昇降アームのヨー
クに固定する。

注注注 カッティングユニットをステアリングモー
ドで使う場合はスロットを使い、固定モード
で使用する場合には、穴を使う（図 10）。

12. スナッパピンを使って、昇降アームのチェーン
を昇降アームに固定する（図 13）。カッティ
ングユニットのオペレーターズマニュアルに
従って、決められたリンクを使用すること。

図図図 131313

1. 昇降アームのチェーン 3. スナッパピン

2. チェーンブラケット

13. リールモータのスプラインシャフトにきれい
なグリスを塗りつける。

14. リールモータのOリングにオイルを塗りつけ、
モータのフランジに取り付ける。

15. モータを手に持ち、右回りにひねってモータの
フランジをボルトから逃がしながら、キャッ
プスクリュにモータをセットする(図 14)。

図図図 141414

1. リール駆動モータ 2. 取り付けボルト

16. モータを左回りにひねって、ボルトにフラン
ジをしっかりと掛け、ボルトを締めてモータ
を固定する。

15



重重重要要要 リリリーーールルルモモモーーータタタののの各各各ホホホーーースススにににねねねじじじれれれ、、、折折折
れれれ、、、挟挟挟まままれれれなななどどどがががななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

5
タタターーーフフフ補補補正正正スススプププリリリンンングググををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ターフ補正スプリング（図 15）は、前ローラから
後ローラへと、カッティングユニットの体重移動を
行います。（これによりユニットを安定させ、いわ
ゆる「波打ったような」仕上がり（ボビングとか
マーセリングといわれる現象）を防いでいます。

重重重要要要 こここののの調調調整整整ははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトをををトトトラララククク
タタタににに取取取りりり付付付けけけ、、、ユユユニニニッッットトトををを真真真っっっ直直直ぐぐぐ前前前ににに向向向けけけててて床床床ににに
降降降ろろろしししたたた状状状態態態ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. ヘアピンコッターがスプリングロッドの後の
穴に差し込まれていることを必ず確認しおい
てください（図 15）。

図図図 151515

1. ターフ補正スプリング 3. スプリングロッド

2. ヘアピンコッター 4. 六角ナット

2. スプリングロッド前部の6角ナットを締めて、
スプリング（圧縮状態）の長さが15.9cm にな
るようにする（図 15）。

注注注 凹凸の激しい場所を刈るときには、スプリ
ングの長さを 13mm 短くしてください。地表追
従性が若干下がります。

6
リリリアアアウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

条件に
よる

リアウェイト（マシン構成により異なる）

手手手順順順

本機は、リア・ウェイト及び/又は後タイヤに 40 kg の塩化カルシウムを充填することにより、CEN 規格
EN 836:1997、ISO 規格 5395:1990、及び ANSI B71.4-2004 規格に適合いたします。下の表で、必要なウェ
イトの組み合わせをご確認ください。必要なパーツを弊社代理店からご購入ください。

ウウウェェェイイイトトト P/NP/NP/N 110-8985-03110-8985-03110-8985-03

グググルルルーーーマママ、、、ロロローーーラララブブブラララシシシ、、、
及及及びびび///又又又ははは集集集草草草バババスススケケケッッットトト

ANSIANSIANSI（（（米米米国国国規規規格格格）））ににに適適適合合合
すすするるるたたためめめのののウウウェェェイイイトトト数数数

CECECE（（（欧欧欧州州州規規規格格格）））ににに適適適合合合すすす
るるるたたためめめのののウウウェェェイイイトトト数数数

ウウウェェェイイイトトトににに必必必要要要なななボボボルルルトトトナナナッッッ
トトト類類類（（（各各各ウウウェェェイイイトトトににに222個個個必必必要要要）））

ウウウェェェイイイトトトののの位位位置置置

No 0 0 － －

Yes 4 4 3231-7 キャリッジボル
ト, 104-8301 ナット

１つをバンパーの上に、
3つをバンパーの下に

重重重要要要 塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムムををを充充充填填填すすするるる前前前ににに必必必ずずず後後後タタタイイイヤヤヤにににチチチュュューーーブブブををを装装装填填填しししてててくくくだだださささいいい。。。塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムムををを搭搭搭載載載
しししてててタタターーーフフフででで作作作業業業中中中ににに万万万一一一パパパンンンクククしししたたた場場場合合合ははは、、、直直直ちちちにににマママシシシンンンをををタタターーーフフフののの外外外へへへ退退退避避避さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。そそそししし
ててて、、、タタターーーフフフへへへののの被被被害害害ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムム液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場所所所ににに十十十分分分ななな散散散水水水ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

以下の手順によって、必要なウェイト（ウェイト表でご確認ください）を、後バンバーの上部または下部に
図 16 のように取り付けてください。

16



図図図 161616

1. 走行マニホルド 5. ウェイト

2. スペーサ 6. キャリッジボルト

3. ボルト 7. ナット

4. ワッシャ

• 走行マニホルドをバンパーの下に固定しているボルト、ワッシャ、ナット（各3個）を外す（図 16a）。

• 定められた数のウェイトバンバーの上および/または下にセットする。

• 先ほど取り外したボルト、ワッシャ、ナット（各3個）を使ってウェイトと走行マニホルドを、バン
パーに固定する（図 16b）。

注注注 バンパーの下下下ににに ウェイトを2つ以上取り付ける場合にはスペーサを使用しないこと（図 16c）。

• キャリッジボルトとナット（各2本）を使って、ウェイトの外側の端部をバンパーに固定する（図 16c）。

7
フフフーーードドドにににCECECE用用用のののラララッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フードラッチ･アセンブリ

1 ワッシャ

手手手順順順

1. ラッチを外してフードを開ける。

2. フードの左側についているゴム製のハトメを
取り外す（図 17）。

図図図 171717

1. ゴム製のハトメ

3. フードラッチ･アセンブリからナットを取り
外す（図 18）。
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図図図 181818

1. フードラッチ 3. ゴムワッシャ

2. ナット 4. 金属ワッシャ

4. フードの外側から、ラッチのフック側をフー
ドの穴に通す。ゴム製のシールワッシャが、
フードの外側に付くようにすること。

5. フードの内側から、ラッチに金属ワッシャを通
し、ラッチをナットで固定する。ロックをか
けたときに、ラッチがフレームのキャッチに
確実にはまることを確認する。フードのラッ
チを操作するときには、付属のフードラッチ
用キーを使用する。

8
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののキキキッッックククスススタタタ
ンンンドドドををを使使使ううう

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 カッティングユニットのキックスタンド

手手手順順順

ベッドナイフやリールを見るためにカッティングユ
ニットを立てる場合には、ベッドバー調整ネジの
ナットが床面に接触しないように、カッティングユ
ニットの後ろ側についているキックスタンドで支え
るようにしてください（図 19）。

図図図 191919

1. カッティングユニットのキックスタンド

スタンドを立てたら、スナッパピンでキックスタン
ドをチェーンブラケットに固定します（図 20）。

図図図 202020

1. チェーンブラケット 3. カッティングユニットのキッ
クスタンド

2. スナッパピン
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9
ゲゲゲーーージジジバババーーーををを使使使ううう

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ゲージバー

手手手順順順

ゲージバーは刈高の調整に使用します。調整方法の
詳細については、カッティングユニットのオペレー
ターズマニュアルを参照してください（図 21）。

図図図 212121

1. ゲージバー 4. グルーマの刈高設定用の
穴

2. 刈高調整ネジ 5. 使用しない穴

3. ナット

製製製品品品ののの概概概要要要

図図図 222222

1. エンジンフード 5. ハンドル

2. 横転保護バー（ROPS） 6. 座席

3. 運転席 7. 前カッティングユニット

4. コントロールアーム 8. 後カッティングユニット

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

座座座席席席調調調整整整ノノノブブブ

座席調整レバー（図 23）は、運転席の前後位置の
調整を行います。座席調整ノブは、オペレータの体
重に合わせて調整を行います。調整のできたとこ
ろで体重ゲージインジケータに表示が出ます。身
長調整ノブは、オペレータの身長に合わせて調整
を行います。

図図図 232323

1. 体重調整ゲージ 3. 身長調整ノブ

2. 体重調整ノブ 4. 調整レバー（前後）
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走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル(図 24)は前進走行と後退走行を制御し
ます。ペダル前部を踏み込むと前進、後部を踏み込
むと後退です。走行速度はペダルの踏み込み具合で
調整します。スロットルが FAST 位置にあり負荷
が掛かっていない状態でペダルを一杯に踏み込む
と最高速度となります。

ペダルの踏み込みをやめると、ペダルは中央位置に
戻り、走行を停止します。

図図図 242424

1. 走行ペダル 4. ブレーキペダル

2. 刈り込み速度リミッタ 5. 駐車ブレーキ

3. スペーサ 6. チルト調整ペダル

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度リリリミミミッッッタタタ

刈り込み速度リミッタ（図 24）を上位置にセット
すると、事前にセットしてある刈り込み速度での走
行になり、カッティングユニットが回転できるよう
になります。刈り込み速度の調整はスペーサで行
い、スペーサ1枚で、走行速度が約 0.8km/h 変化し
ます。ボルトの上側にセットするスペーサの数が多
いほど、刈り込み速度は遅くなります。移動走行を
行う時は、刈り込み速度リミッタを下位置に下げて
解除すると全速力での走行が可能になります。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル（図 24）を踏み込むと車両は停
止します。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

駐車ブレーキ（図 24）を掛けるには、ブレーキペ
ダルを踏み込み、ペダルの上部についているラッチ
を踏み込みます。ブレーキを解除するには、ラッチ
が落ちるまでペダルを踏み込みます。

チチチルルルトトト調調調整整整ペペペダダダルルル

ハンドルを手前に寄せたい場合には、ペダル
（図 24）を踏みこみ、ステアリングタワーを手
前に引き寄せ、ちょうど良い位置になったら、ペ
ダルから足を離します。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール（図 25）を前に倒すと
エンジン回転速度が速くなり、後ろに引くと遅く
なります。

G003956
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図図図 252525

1. スロットルコントロール 6. エンジン冷却液温度計

2. 回転許可/禁止スイッチ 7. エンジンオイル圧警告灯

3. グロープラグインジケータ 8. 充電インジケータ

4. 冷却水温警告灯 9. 始動キー

5. 故障診断ランプ 10. ジョイスティック（カッティン
グユニット操作レバー）

キキキーーースススイイイッッッチチチ

始動キー（図 25）には3つの位置があります： OFF,
ON/Preheat, STARTです。

冷冷冷却却却水水水温温温警警警告告告灯灯灯

エンジンの冷却液の温度が危険域まで上昇すると、
このランプ（図 25）が点灯してカッティングユ
ニットを停止させます。冷却水温度がさらに上昇す
ると、エンジンを自動的に停止させます。

エエエンンンジジジンンン冷冷冷却却却液液液温温温度度度計計計

通常の運転状態では、温度計（図 25）の表示は緑
色の範囲になります。表示が黄色や赤色の領域に
なったら、冷却系統を点検してください。
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故故故障障障診診診断断断ララランンンプププ

マシンに異常が検出された場合にも点灯します。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト操操操作作作レレレバババーーー

このレバー（図 25）で、カッティングユニットの
昇降動作を行うほか、カッティングユニットが刈り
込みモードになっているときには、カッティングユ
ニットの回転と停止も行います。

グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタ

グロープラグが予熱を行っている時にこのランプ
（図 25）が点灯します。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

このランプ (図 25) は、エンジンオイルの圧力が
異常に低下すると点灯します。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

充電インジケータ（図 25）は、充電系統に異常が
発生すると点灯します。

回回回転転転許許許可可可///禁禁禁止止止スススイイイッッッチチチ

リール回転許可/禁止スイッチ（図 25）と、カッ
ティングユニット昇降レバーとを使って刈り込みを
行います。カッティングユニット昇降レバーが移動
走行位置にセットされているときには、カッティン
グユニットを下降させることができません。

バババッッックククラララッッップププレレレバババーーー

バックラップレバー（図 26）は、回転許可/禁止
スイッチと連動し、リールをバックラップすると
きに使用します。

リリリーーールルル速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

リール速度コントロール（図 26）は、前後のカッ
ティングユニットの回転速度（rpm）を調整しま
す。ノブを右へ回すほど、リールの回転速度が大き
くなります。

図図図 262626

1. バックラップレバー

2. リール速度コントロール

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ（図 27）は、本機の積算運転時間を
表示します。

図図図 272727

1. アワーメータ

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの目目目詰詰詰まままりりりイイインンンジジジケケケーーータタタ

エンジン通常の温度で回転中はこのインジケータ
(図 28)の表示が緑色の領域にあります。表示が
赤色の領域に入ったら、油圧フィルタを交換して
ください。
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図図図 282828

1. 油圧フィルタの目詰まりインジケータ

燃燃燃料料料計計計

燃料計（図 29）は、燃料タンクに残っている燃料
の量を表示します。

図図図 292929

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料計

ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ヘッドライトスイッチ（図 30）を下げるとヘッ
ドライトが点灯します。

図図図 303030

1. ヘッドライトスイッチ

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電源ソケットから、電動機器用に12 Vの電源をとる
ことができます(図 31)。

図図図 313131

1. 電源ソケット

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

仕仕仕様様様

移動走行時の幅: 233 cm

刈幅 254 cm

長さ 282 cm

高さ（ROPSを含まない） 160 cm
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純重量 903 kg

エンジン クボタ 44.2 hp(ターボ)

燃料タンク容量 51 リットル

移動走行速度 0 - 16 km/h

刈込速度 0 - 13 km/h

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは、、、必必必ずずずカカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトををを床床床まままででで降降降下下下さささせせせ、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛
けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初
回運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認し
てください。

油量は約 5.2 リットル（フィルタ共） です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使
用してください：

• API 規格：CH-4, CI-4 またはそれ以上のクラ
ス。

• 推奨オイル：SAE 15W-40（-18℃以上）

• 他に使用可能なオイル：SAE 10W-30 または
5W-30（全温度帯）

Toro のプレミアム・エンジン・オイル（10W-30 ま
たは 5W-30）を代理店にてお求めいただくことが
できます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、
駐車ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. フードを開ける。

3. ディップスティックを抜き取り、付いている
オイルをウェスで拭きとってもう一度差し込
む(図 32)。
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図図図 323232

1. ディップスティック

4. 引き抜いてディップスティックの目盛りで油
量を点検する。

FULL マークまであればよい。

5. 不足している場合は、キャップ（図 33）を取
り、Full 位置までオイルを補給する。

図図図 333333

1. エンジンオイル・キャップ

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ががが常常常時時時ゲゲゲーーージジジののの上上上限限限
ととと下下下限限限とととののの間間間にににあああるるるよよよううう、、、気気気をををつつつけけけててて管管管理理理しししててて
くくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎもももオオオイイイルルルののの不不不足足足
ももも、、、エエエンンンジジジンンンののの不不不調調調ややや故故故障障障ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

6. オイルキャップとディップスティックを取り
付け、フードを閉じる。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
通気スクリーン、オイルクーラ、ラジエター正
面にたまっているごみを毎日清掃してくだ
さい。非常にホコリの多い条件で使用して
いるときには、より頻繁に清掃してくださ
い。 冷却部の清掃 (ページ 44)（冷却系統の整備 (ページ 44)の
中）を参照。

ラジエターの冷却液はは水とエチレングリコール不
凍液の50/50 混合液です。毎日、エンジンを掛ける
前に、補助タンクにある冷却液の量を点検してくだ
さい。冷却システムの容量は 9.5 リットルです。

注注注意意意

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開
けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししてててやややけけけ
どどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開けけけ
ななないいいこここととと。。。

••• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりり
ととと開開開けけけるるるこここととと。。。

1. 液量の点検は補助タンクで行う(図 34)。

タンク側面についている2本のマークの間に
あれば適正である。

図図図 343434

1. 補助タンク

2. 冷却液の量が足りない場合には、補助タンク
のキャップを取ってここから補給する。入入入れれれ
すすすぎぎぎはははよよよくくくななないいい。。。

3. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。
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燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない（微量：500 ppm 未満、または極
微量：15 ppm 未満）の新しい軽油またはバイオ
ディーゼル燃料以外は使用しないでください。セタ
ン値が 40以上のものをお使いください。燃料の劣
化を避けるため、180日以内に使いきれる程度の量
を購入するようにしてください。

燃燃燃料料料容容容量量量：：： 13.5 US ガロン (51 l)

気温が -7℃ 以上では夏用燃料（2号軽油）を使用
しますが、気温が -7℃ 以下の季節には冬用燃料
（1号軽油または1号と2号の混合）を使用してくだ
さい。低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火
点や流動点が下がってエンジンが始動しやすくなる
ばかりでなく、燃料の成分分離（ワックス状物質
の沈殿）によるフィルタの目詰まりを防止できる
などの利点があります。

気温が -7° 以上の季節には夏用燃料を使用する方
が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリンンン
ををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエ
ンンンジジジンンンががが破破破損損損しししままますすす。。。

警警警告告告

燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤
ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口ににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの使使使用用用ににに
つつついいいててて
この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20
燃料（バイオディーゼル燃料が20％、通常軽油が
80％）を使用することができます。ただし、通常軽
油は硫黄分の少ない、または極微量のものを使って
ください。以下の注意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751 または
EN 14214 に適合していること。

• 混合後の成分構成が ASTM D975 または EN 590
に適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷める可
能性がある。

• 寒い地方ではB5（バイオディーゼル燃料が5％）
またはそれ以下の製品を使用すること。

• 燃料と直接接触する部材、すなわちシール、
ホース、ガスケットなどの経時劣化が早まる可能
性がありますから、適切に点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからし
ばらくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こ
す可能性があります。

• バイオディーゼル燃料についてのより詳細な情
報は代理店におたずねください。

危危危険険険

燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災ななな
どどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
303030 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直接接接
置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 燃料タンクの補給口付近をよごれのないウェ
スできれいにぬぐう。

3. 燃料タンクのキャップ（図 35）を取る。
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図図図 353535

1. 燃料タンクのキャップ 2. 燃料計

4. 補給管の根元の高さまで軽油を入れる。

5. 燃料補給後は、燃料タンクのキャップを取り
つけて十分に締め付ける。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補給し
ておくようにしてください。これにより燃料タ
ンク内の結露を少なくすることができます。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
油圧オイルタンクには約 30 リットルの高品質油圧
オイルを満たして出荷しています。初めての運転の
前に必ず油量を確認し、その後は毎日点検してくだ
さい。推奨オイルの銘柄を以下に示します：

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 ToroToroToro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売していま
す（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログまた
は代理店でパーツ番号をご確認ください。

代替製品： Toro のオイルが入手できない場合は、
以下に挙げる特性条件および産業規格を満たすオイ
ルを使用することができます。合成オイルの使用
はお奨めできません。オイルの専門業者と相談の
上、適切なオイルを選択してください： 不適切な
オイルの使用による損害については弊社は責任を持
ちかねますので、品質の確かな製品をお使い下さ
る様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 48
cSt @ 100°C 7.9 - 8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140-160

流動点, ASTM D97 -37°C ～ -45°C

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース M-2950-S
（品質レベル）, デニソン HF-0

重重重要要要 ISOISOISO VGVGVG 464646 ははは、、、広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを
発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高いいい（（（181818 °℃°℃°℃～～～ 494949
°C°C°C））） 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISOISOISO VGVGVG 686868 オオオイイイルルルのののほほほうううががが適適適
切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル ——— MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn
46H46H46H

重重重要要要 MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここののの製製製
品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイルルルででですすす。。。
こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用しししててていいいるるるエエエ
ラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯
でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオ
イイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保
ししし、、、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめ
にににははは、、、通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええててて
使使使用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて、、、191919 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは
208208208 リリリッッットトトルルル缶缶缶ででで販販販売売売しししててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 多多多くくくののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルはははほほほとととんんんどどど無無無色色色透透透明明明ででであああ
りりり、、、そそそのののたたためめめオオオイイイルルル洩洩洩れれれののの発発発見見見ががが遅遅遅れれれがががちちちででですすす。。。
油油油圧圧圧オオオイイイルルル用用用ののの着着着色色色剤剤剤（（（20cc20cc20cc 瓶瓶瓶）））をををおおお使使使いいいいいいたたただだだ
くくくととと便便便利利利ででですすす。。。瓶瓶瓶ででで151515～～～222222 リリリッッットトトルルルのののオオオイイイルルルににに使使使
用用用ででできききままますすす。。。パパパーーーツツツ番番番号号号ははは P/NP/NP/N 44-250044-250044-2500。。。ごごご注注注文文文
はははトトトロロロ社社社ののの代代代理理理店店店へへへ。。。こここののの着着着色色色剤剤剤ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは食食食用用用色色色
素素素をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を降下させ、エンジンを停止させる。

2. 機体右側から油圧オイルタンクのカバーを開
ける（図 36）。
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図図図 363636

1. 油圧オイルタンクのカバー

3. 油圧オイルタンクの注油口とキャップの周辺
をきれいに拭く（図 37）。給油口からキャッ
プを取る。

図図図 373737

1. 油圧オイルタンクのキャップ

4. 補給口の首からディップスティックを抜き、
ウ ェスできれいに拭う。もう一度首に差し込
んで引き抜き、オイルの量を点検する。FULL
位置から上下 程度の範囲内にあればよい。タ
ンクに入れすぎないように注意する。

5. 油量が少なければFULLマークまで補給する。

6. ディップスティックとキャップを取り付ける。

リリリーーールルルとととベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの摺摺摺りりり合合合わわわ
せせせををを点点点検検検すすするるる
前日の調子に関係なく、毎日、芝刈り作業を行う前
に、各カッティングユニットのリールとベッドナイ
フの接触状態を点検してください。リールと下刃の
全長にわたって軽い接触があれば適正です｡（カッ
ティングユニットのオペレーターズマニュアルの
｢リールと下刃の調整｣の項を参照してください｡)

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすするるる
運転開始から1-41-41-4時間後に1回と、101010時時時間間間後後後にもう1
回、ホイールナットのトルク締めを行う； トルク
値は 70-90 ft-lb（94-122 N.m= 9.7-12.4 kg.m）。
その後は 250250250 運転時間ごとに締め付けを行う。

警警警告告告

適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかか
ららら人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
以下の場合には、エンジンを始動する前に燃料シス
テムのエア抜きを実施する必要があります：

• 新車を初めて始動する時
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• 燃料切れでエンジンが停止した時

• 燃料系統の整備作業、例えばフィルタ交換、セ
パレータの洗浄などを行った後

危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災ななな
どどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら666～～～13mm13mm13mm 下下下まままでででととと
すすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張
しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすす
るるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、燃料タンクに半分以上
の燃料が残っていることを確認する。

2. フードを開ける。

3. 燃料噴射ポンプ（図 38）についているエア抜
きネジを、12 mmのレンチを使って開く。

図図図 383838

1. ブリードネジ

4. 始動キーを ON 位置に回す｡電動燃料ポンプが
作動を開始し、エア抜きネジの周囲からエア
が漏れ出てくるのが確認される。ネジの周囲
から泡立たない燃料が出てくるようになるま
で、キーを ON 位置に保持しておく。

5. エア抜きネジを締め付け、始動キーを OFF 位
置に戻す｡

注注注 通常は、上記のエア抜き操作でエンジンが始動
できるようになります。始動できない時は、噴射
ポンプとインジェクタの間にエアが入っている可
能性があります；燃料インジェクタからのエア抜
き（燃料系統の整備 (ページ 41)）を参照してく
ださい。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを始始始めめめててて始始始動動動すすするるるとととききき、、、燃燃燃
料料料切切切れれれににによよよっっってててエエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししたたたとととききき、、、
燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行っっったたた後後後でででははは、、、燃燃燃料料料
系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜きききををを行行行ううう必必必要要要がががああありりりままま
すすす。。。 燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき (((ペペペーーージジジ 272727)))ををを参参参
照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. 運転席に座り、ペダルがニュートラル位置と
なるように走行ペダルから足をはなし、駐車
ブレーキが掛かっているのを確認し、スロッ
トルを FAST 位置にセットし、リール回転許
可/禁止スイッチが「禁止」にセットされて
いるのを確認する。

2. 始動キーを ON/Preheat 位置に回す｡

自動タイマーが作動して、約6秒間の予熱が
行われる。

3. グローランプが消えたら、キーをSTART位置に
回す。

スタータモータは15秒間以上連続で作動させ
ないようにすること。エンジンが始動した
ら、キーから手を離す。予熱が不足している
場合には、キーを一旦 OFF 位置に戻し、もう
一度 On/Preheat 位置に回す。必要に応じてこ
の操作を繰り返す。

4. エンジンが温まるまで、低速で暖機運転する。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

1. すべてのコントロールをニュートラルに戻し、
駐車ブレーキを掛け、スロットルをローアイ
ドルにしてエンジンの回転速度を下げる。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
さささせせせるるる前前前ににに555 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間ををを
とととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーー
ジジジャャャ付付付きききのののエエエンンンジジジンンンででではははトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすするるる
場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

2. 始動キーを OFF 位置に回して、抜き取る。

リリリーーールルル回回回転転転速速速度度度ののの設設設定定定ををを行行行ううう
一定で高品質な刈りあがりとムラのない見栄えを実
現するためには、リール速度コントロール（運転席
の下に搭載されています）を正しく設定しておく必
要があります。調整は以下の手順で行います：
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1. カッティングユニットを希望の刈高にセット
する。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度を決
める。

3. ステッカー 110–0996（図 40）上のグラフを
使って、適切なリール速度の設定を行う。

リールの速度を設定するには、ノブ（図 39）
を回して、ノブの矢印を、所定の番号に合わ
せます。

図図図 393939

1. リール速度コントロールのノブ

注注注 ターフの条件に合わせて、リールの回転速
度を変えて構いません。
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図図図 404040

1. 前リール回路コントロール 3. リール： 刈り込みとバックラップ 5. リール － 刈高

2. 後リール回路コントロール 4. オペレーターズマニュアルを読むこと。 6. 走行速度

昇昇昇降降降アアアーーームムムのののカカカウウウンンンタタタバババララランンンスススををを
調調調整整整すすするるる
凹凸の激しいターフで一定の刈高にカット、サッチ
が厚くたまっているターフで削らないように刈るな
ど、様々なターフ条件に合わせて、後カッティング
ユニットの昇降アームについているカウンタバラ
ンスを調整することができます。

各カウンタバランスを、4種類の設定のうちの1つに
設定してください。位置を１つずらすごとに、カッ
ティングユニットに掛かる圧力が 2.3 kg 増加また
は減少します。カウンタバランスをゼロにしたい場
合には、スプリングを第1スプリングアクチュエータ
の裏側（第4番目の位置）にセットしてください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを
下降させ、エンジンを停止させ、駐車ブレー
キを掛けてキーを抜き取る。

2. スプリングの長い方の端部にチューブのような
ものを取り付けて、スプリングアクチュエー
タの周囲に巻きつけるようにして希望位置に
セットする（図 41）。

注注注意意意

スススプププリリリンンングググにににははは力力力ががが掛掛掛かかかっっっててていいいるるる。。。

スススプププリリリンンングググののの調調調整整整ははは安安安全全全ににに十十十分分分注注注意意意しししててて
行行行うううこここととと。。。

g019276

1
2

図図図 414141

1. スプリング 2. スプリングアクチュエータ

3. 機体の反対側についているスプリングに対し
ても同じ作業を行う。

旋旋旋回回回時時時ののの昇昇昇降降降アアアーーームムムののの高高高さささををを調調調
整整整すすするるる
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを

下降させ、エンジンを停止させ、駐車ブレー
キを掛けてキーを抜き取る。

2. 昇降アームのスイッチは、油圧のメインタン
クの下にある右前昇降アームの後ろ側に装着
されている（図 42）。

3. スイッチ取り付けナット（図 42）をゆるめ、
昇降アームの旋回高さを高くしたい場合には
スイッチを下に移動させる。旋回高さを低く
したい場合にはスイッチを上に移動させる。
取り付けナットを締め付ける。
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図図図 424242

1. スイッチ 3. スイッチの調整ブラケット

2. スイッチの取り付けナット 4. 昇降アームのセンサー

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には、油圧ポンプについているバイパスバル
ブを開いて本機を前進方向に牽引または押して移
動することができます。

重重重要要要 トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、牽牽牽
引引引まままたたたははは押押押しししててて移移移動動動すすするるる時時時ののの速速速度度度ははは、、、3-4.83-4.83-4.8 km/hkm/hkm/h
未未未満満満とととしししてててくくくだだださささいいい。。。本本本機機機ををを押押押しししててて或或或いいいははは引引引いいいててて
移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開開開くくく
必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

1. バイパスバルブはハイドロスタットの左側に
ある（図 43）。バイパスバルブを右または
左1～1.5回転させると内部でバイパスが形成
される。これにより、トランスミッションを
破損することなく機械を押して移動できるよ
うになる。

図図図 434343

1. バイパスバルブ

2. エンジンを掛ける時にはバルブを元通りに閉
める。但し、7～11 Nm（0.7～1.1kg.m）以上の
トルクで締め付けないよう注意すること。

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開開開いいいたたたままままままでででエエエンンンジジジ
ンンンををを回回回転転転さささせせせるるるとととトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンがががオオオーーー
バババーーーヒヒヒーーートトトしししままますすす。。。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププポポポイイインンントトト

警警警告告告

ジジジャャャッッッキキキ（（（油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキ、、、機機機械械械式式式ジジジャャャッッッキキキ）））ががが
外外外れれれたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりすすするるるととと重重重大大大ななな事事事故故故とととなななるるる。。。

••• マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずずスススタタタ
ンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

••• 油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキだだだけけけででで支支支えええてててはははななならららななないいい。。。

• 前：各前輪の内側、アクスルチューブの下にあ
る四角いパッド(図 44)

図図図 444444

1. 車体前部のジャッキアップポイント

• 後：後アクスルの四角いアクスルチューブ

ロロローーープププ掛掛掛けけけのののポポポイイインンントトト
• 前：各前輪の内側、アクスルチューブの下にあ

る四角いパッド(図 45)
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図図図 454545

1. 車両前部のロープ掛けポイント

• 後：車両の左右側それぞれの後フレーム(図 46)

図図図 464646

1. 車両後部のロープ掛けポイント

診診診断断断ララランンンプププにににつつついいいててて
このマシンには故障診断用ランプが付いており、電
子コントローラが電気系統の異常を探知するとそれ
を知らせます。診断ランプはコントロールアームに
あります（図 47）。電子コントローラが適切に作
動している場合には、キースイッチをON位置にする
と、コントローラの診断ランプが3秒間点灯し、そ
の後に消灯します。マシンの作動が停止すると、ラ
ンプが点灯し、キーを他の位置に回すまでこの状態
が続きます。電子コントローラが電気系に異常を発
見すると、診断ランプは点滅します。故障状態が解

消し、キーを OFF 位置に戻すと、ランプは消灯し
てシステムは自動的にリセットされます。

図図図 474747

1. 故障診断ランプ

ランプの点滅は以下のどちらかを知らせています：

• 出力回路の１つがショートしている。

• 出力回路の１つが断線している。

故障診断ディスプレイを使用するときには、まず、
どの出力に異常があるのか、から出発しま
す。 インタロックスイッチの動作を点検する (ページ 33) を
参照。

始動スイッチをON位置にしても診断ランプが点灯し
ない時は、電子コントローラが作動していないこと
を示しています。考えられる原因としては：

• ループバックがはずれている。

• ランプが切れている

• ヒューズが飛んでいる。

• 電子コントローラの不良。

結線部、ヒューズ、ランプを点検してください。
ループバックコネクタが確実に接続されているか確
認してください。

故故故障障障診診診断断断デデディィィスススプププレレレイイイ（（（ACEACEACE）））ののの
使使使用用用方方方法法法
このマシンでは、電子コントローラがほとんどの機
械機能を制御しています。コントローラは、各種
の入力スイッチ（座席スイッチ、キースイッチな
ど）の状態を監視しており、機械の動作に必要な
スイッチがすべて正しく操作されると、その動作
を行うための出力（ソレノイドの動作信号）を発
して各動作を行わせます
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コントローラが機械を制御するためには、各入力・
出力スイッチが正しく接続・機能している必要が
あります。

故障診断用ACEディスプレイは、この機能（電気
系）をチェックする装置です。

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点
検検検すすするるる
インタロックスイッチは、走行ペダルがニュートラ
ル位置、リール回転スイッチが停止（回転禁止）位
置、リールコントロールレバーがニュートラル位置
の時にのみエンジンの始動を許可します。また、走
行ペダルが踏まれた状態でオペレータが座席を離
れるとエンジンを停止させます。

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの機機機能能能点点点検検検手手手順順順

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を降下させ、エンジンを停止し、駐車ブレー
キを掛ける。

2. コントロールアームの側面にあるパネルを外
す。

3. コントローラの近くにあるワイヤハーネスと
そのコネクタを探し出す（図 48）。

図図図 484848

1. ワイヤハーネスとコネクタ

4. ハーネスのコネクタから、ループバック・コ
ネクタを注意深く外す。

5. ハーネスのコネクタ（図 49）に ACE テスター
を接続する｡

注注注 診断する機械の種類にあった正しいオー
バーレイを、ACEディスプレイにセットして
ください。

図図図 494949

1. 故障診断用ACE

6. 始動キーをON位置に回すが、エンジンは始動
させない。

注注注 オーバーレイの赤文字は、対応する入力ス
イッチを示し、緑文字は出力を示します。

7. ACEの右下すみの“inputs displayed”（入
力表示中）LEDが点灯すればよい。“outputs
displayed” というLEDが点灯している場合に
は、切り替えボタンを押して入力表示（inputs
displayed）に切り換えてください。

ACE は入力スイッチが閉じられると､ 対応す
る LED を点灯させて表示する｡

8. それぞれのスイッチを一つずつ閉じて (例：
運転席に座る､ 走行ペダルを踏む)､ ACE 上で
対応する LED の点灯・消灯を確認する｡各ス
イッチについて何度か繰り返し、動作不良が
ないことを確認する。

9. スイッチを閉じてもACEのLEDが点灯・消灯し
ない回路を発見したら、その配線の結線部と
スイッチをテスターで点検し、不良部分をす
べて修理する。不良個所は一カ所とは限らな
いからすべて修理する。

注注注 ACEは、出力のチェック（ソレノイドやリレーに
通電があるかどうか）を行うこともできます。これ
らにより、故障の原因が電気系にあるのか油圧系に
あるのかを容易に判断することができます。

出出出力力力機機機能能能のののチチチェェェッッッククク手手手順順順

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を降下させ、エンジンを停止し、駐車ブレー
キを掛ける。

2. コントロールアームの側面にあるパネルを外
す。
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3. コントローラ付近にあるワイヤハーネスと、
コネクタを探し出す。

4. ワイヤハーネスのコネクタからループバッ
ク・コネクタを注意深く外す｡

5. ハーネスのコネクタに ACE テスターを接続
する｡

注注注 診断する機械の種類にあった正しいオー
バーレイを、ACEにセットする。

6. キースイッチを ON 位置に回す（エンジンは
始動させない）。

注注注 オーバーレイの赤文字は対応する入力ス
イッチを示し､緑文字は出力を示します｡

7. ACE の右下すみの「出力表示中」LED が点灯
すれば準備完了｡“inputs displayed”（入
力表示中）が点灯したら、切替えボタンで出
力表示にする。

8. 運転席に座り、点検したい機能の操作を実際に
行ってみる。操作に従って対応するLEDが点灯
すれば、コントローラが正常に機能している。

注注注 診断の途中で、何度か「入力表示」と「出
力表示」を切り替える必要がある場合があり
ます。切替えにはボタンを１回押します。何
度でも自由に切り換えられますが、ボタンを
押しっぱなしにしないでください。

注注注 対応する出力 LED が点灯しない場合は、点灯に
必要な入力スイッチがすべて適切な位置（ONまた
はOFF）になっているかどうかを点検してくださ
い。さらに、そのスイッチが正常に機能している
かを点検してください。

出力に異常がないのに正常に動かない場合は電気
系には問題がなく、それ以外（油圧系）に問題の
原因があると考えられます。必要な修理を行って
ください。

注注注 各出力スイッチが正しい位置にあり、マシンも
正常に機能するのにLEDが正しく点灯しないのはコ
ントローラの不良です。この場合はToro代理店に
ご連絡ください。

重重重要要要 ACEACEACEはははマママシシシンンンににに接接接続続続しししっっっぱぱぱなななしししにににしししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。ACEACEACE テテテスススタタターーーははは本本本機機機ののの日日日常常常ののの使使使用用用環環環境境境ににに耐耐耐
えええららられれれるるる強強強度度度がががああありりりままませせせんんん。。。故故故障障障診診診断断断デデディィィスススプププレレレ
イイイ（（（ACEACEACE）））ののの使使使用用用ががが終終終わわわっっったたたららら、、、マママシシシンンンかかかららら外外外ししし、、、
ルルルーーープププバババッッックククコココネネネクククタタタををを元元元通通通りりりにににハハハーーーネネネスススににに接接接続続続
しししてててくくくだだださささいいい。。。ハハハーーーネネネスススにににルルルーーープププバババッッックククコココネネネクククタタタ
ををを接接接続続続しししななないいいととと、、、マママシシシンンンははは作作作動動動しししままませせせんんん。。。ACEACEACEははは
マママシシシンンンににに積積積んんんだだだままままままにににせせせずずず、、、湿湿湿気気気のののななないいい屋屋屋内内内ににに保保保
管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧バババルルルブブブソソソレレレノノノイイイドドドののの機機機能能能
以下に油圧マニホルドにあるソレノイドの機能を
示します。各機能ともソレノイドに通電したとき
に行われます｡

ソソソレレレノノノイイイドドド 機機機能能能

MSV2 前リール回路

MSV1 後リール回路

SVRV カッティングユニット上昇/下降

SV1 前カッティングユニット上昇/下降

SV3 後カッティングユニット上昇/下降

SV2 カッティングユニット上昇

ヒヒヒンンントトト

運運運転転転操操操作作作ににに慣慣慣れれれるるる

実際に芝刈りを始める前に、安全な場所で運転操作
に十分慣れておいてください。特に機械の始動、停
止、前進走行と後退走行、カッティングユニットの
回転、停止、昇降動作などを十分に練習してくださ
い。操作に慣れてきたら、斜面の上り下りや速度を
変えての運転も練習しましょう。

警警警告告告シシシススステテテムムム

作業中に警告灯が点灯したら、直ちに機械を停止
し原因を確認してください。異常を放置したまま
作業を続けると本機に重大な損傷を招く可能性が
あります。

芝芝芝刈刈刈りりり

エンジンを始動し、スロットルをFAST 位置として
エンジンの回転を最高にします。リール回転スイッ
チを「回転」にし、ジョイスティックでカッティン
グユニットの制御を行います（前ユニットは後ユ
ニットより早く降下してきます。）走行ペダルを前
進側に踏み込めば刈り込みが始まります。

注注注 高負荷で運転した後は、エンジンを停止させる前
に5 分間程度のアイドリング時間をとってくださ
い。これを怠るとターボチャージャにトラブルが発
生する場合があります。

移移移動動動走走走行行行

芝刈りが終ったらリール回転スイッチを「停止」と
し、カッティングユニットを上昇させてから移動を
開始します。刈り込み/移動走行切り替えレバーを
移動走行にセットしてください。狭い場所を通り抜
ける時、カッティングユニットをぶつけて損傷し
ないよう十分注意してください。斜面の通行には
最大の注意を払ってください。また、転倒事故を
防止するために、速度の出しすぎや急旋回に十分
注意してください。急な法面を下る際には、ステ
アリングを安定させるためにカッティングユニッ
トを降下させておいてください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイール･ナットを 94～122 Nm（6.2～8.9 kg.m）にトルク締めする。

使用開始後最初の 8 時間 • オルタネータベルトの磨耗と張りの点検を行う。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイール･ナットを 94～122 Nm（6.2～8.9 kg.m）にトルク締めする。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検してください。
• 冷却系統を点検する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• リールとベッドナイフの摺り合わせを点検する。
• インタロックスイッチの動作を点検する。
• 水セパレータのにたまっている水や異物を除去してください。
• 吸気スクリーン、オイルクーラ、ラジエターを清掃する（悪条件下で使用している場
合はより頻繁に）。

• 油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの
ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか点検する。

50運転時間ごと

• ベアリングとブッシュのグリスアップを行う。（車体を水洗いしたときは整備間隔に関係
なく直ちにグリスアップする。）

• バッテリーの点検と清掃を行う。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと
• 冷却系統のホースを点検する。
• オルタネータベルトの磨耗と張りの点検を行う。

150運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• 燃料タンクと油圧オイルタンクにたまっている水を抜き取る。
• リールベアリングの予負荷の点検を行う。

250運転時間ごと • ホイールナットを 94～122 Nm（9.7～12.4 kg.m=70-90 ft-lb）にトルク締めする。

400運転時間ごと

• エアクリーナの整備を行う。（エアクリーナのインジケータが赤色になったらその時点
で整備を行う。チリはホコリの非常に多い環境で使用しているときには頻繁な整備が
必要となる。）

• 燃料ラインに劣化や破損、ゆるみが発生していないか点検する。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）。

800運転時間ごと

• 燃料タンクを空にして内部を清掃する。
• 後輪のトーインの点検を行う。
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する（整備インジケータが赤に変わったらその時点で）。
• エンジンバルブの調整を行う（エンジンのオペレーターズマニュアルを参照のこと）。

長期保管前 • 燃料タンクを空にして内部を清掃する。

2年ごと
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。
• 油圧オイルタンクを空にして内部を清掃する。
• 全部の可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作

ブレーキの動作

エンジンオイルの量を点検

燃料・水セパレータの水抜き

エアフィルタのインジケータの表示。

ラジエターとスクリーンの汚れ。

エンジンからの異常音がないか点検する。1

運転操作時の異常音

油圧オイルの量を点検

エアフィルタのインジケータの表示2

油圧ホースの磨耗損傷を点検

オイル漏れなど

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作

リールとベッドナイフの摺り合わせ

刈高の調整の点検。

グリスアップ個所の点検3

塗装傷のタッチアップ修理を行う。

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2. エンジンを回転させた状態で油圧フィルタのインジケータの表示を確認する。また、油圧オイルの量（オイルが暖かい状態）を点検する。

3. ブロアを水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名：

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

図図図 505050

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
通常の使用では505050運運運転転転時時時間間間ごごごとととに一般用2号リチ
ウムグリスによる潤滑を行います。車体を水洗い
したときは整備間隔に関係なく直直直ちちちにににグリスアッ
プしてください。

グリスアップ箇所は以下の通りです：

• ポンプ駆動シャフトのUジョイント（3ヶ所）
（図 51）

図図図 515151

• 昇降アームのシリンダ（各アームに2ヶ所）
（図 52）

図図図 525252
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• 昇降アームのピボット（各アームに1ヶ所）
（図 52）

• カッティングユニットのキャリアフレームとピ
ボット（各２）(図 53)

図図図 535353

• 昇降アームのピボット（各アームに1ヶ所）
（図 54）

図図図 545454

• 後アクスルのタイロッド（2ヶ所）（図 55）

図図図 555555

• アクスルのステアリングピボット（1ヶ所）
（図 56）

図図図 565656

• ステアリングシリンダのボールジョイント （2ヶ
所）（図 57）

図図図 575757

• ブレーキペダル（1ヶ所）(図 58)。

G011615

図図図 585858
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点
検してください。破損していれば交換してくださ
い。吸気部全体について、リーク、破損、ホースの
ゆるみなどを点検してください。

エアクリーナの整備はインジケータ（図 59）が赤
色になってから行ってください。早めに整備を行っ
ても意味がありません。むしろフィルタを外した
ときにエンジン内部に異物を入れてしまう危険が
大きくなります。

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーがががシシシーーールルルでででしししっっっかかかりりり密密密着着着しししててていいい
るるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. エアクリーナのカバーをボディーに固定して
いるラッチを外す(図 59)。

図図図 595959

1. エアクリーナのカバー 3. エアクリーナの整備時期イ
ンジケータ

2. エアクリーナカバーのラッチ

2. ボディーからカバーを外す。フィルタを外す前
に、低圧のエア（2.8 kg/cm2、異物を含まない
乾燥した空気）で、フィルタとボディーとの間
に溜まっている大きなゴミを取り除く。高高高圧圧圧
のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物がががフフフィィィルルルタタタををを
通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

このエア洗浄により、フィルタを外した時に
ホコリが舞い上がってエンジン部へ入り込む
のを防止することができる。

3. フィルタを取り外して交換する(図 60)。

エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄に
よってフィルタの濾紙を破損させる恐れがあ
る。新しいフィルタに傷がついていないかを点
検する。特にフィルタとボディーの密着部に
注意する。破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななな
いいい。。。フィルタをボディー内部にしっかり取り付
ける。エレメントの外側のリムをしっかり押

さえて確実にボ ディーに密着させる。フフフィィィルルル
タタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分ををを持持持たたたななないいいこここととと。。。

図図図 606060

1. エアクリーナのカバー 3. エアクリーナのインジケータ

2. エアクリーナのフィルタ

4. カバーについている異物逃がしポートを清掃
する。カバーについているゴム製のアウト
レットバルブを外し、内部を清掃して元通り
に取り付ける。

5. アウトレットバルブが下向き（後ろから見た
とき、時計の5:00と7:00の間になるように）
カバーを取り付ける。

6. ラッチをしっかりと掛ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
初回のオイル交換とフィルタ交換は運転開始後 50
時間で、その後は、150運転時間ごとにオイルと
フィルタの交換を行ってください。

1. ドレンプラグ (図 61) を外してオイルを容
器に受ける。

図図図 616161

1. オイルドレンバルブ

2. オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

3. オイルフィルタ（図 62）を外す。
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図図図 626262

1. オイルフィルタ

4. 新しいフィルタのシールにきれいなエンジン
オイルを薄く塗る。

5. アダプタに新しいフィルタを取り付ける。ガ
スケットがアダプタに当たるまで手でねじ込
み、そこから更に 1/2 回転増し締めする。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

6. クランクケースにオイルを入れ
る； エンジンオイルの量を点検する (ページ 23)を
参照。

スススロロロッッットトトルルルののの調調調整整整
1. スロットルレバーを前に倒し、コントロール

アームのスロットの前端から 3 mm ぐらい手前
の位置にセットする。

2. 燃料噴射ポンプのレバーの隣にあるスロット
ルケーブルのコネクタをゆるめる（図 63）。

図図図 636363

1. スロットルケーブルのピボッ
ト

3. ハイアイドルストップ

2. インジェクションポンプのレ
バーアーム

4. スロットルケーブルのコネ
クタ

3. インジェクションポンプレバーのアームをハ
イアイドルストップに当てる（図 63）。

4. スロットルケーブルを引いてたるみをなくし
た状態にし、スロットルケーブルコネクタを
締め付ける。

注注注 締めるとき、ケーブルコネクタが、燃料噴
射ポンプレバーのアーム上で自由に回転でき
ることを確認してください。

5. 運転中にスロットルの設定が変ってしまう場
合には、スロットルレバーにケーブルを固定
しているロックナットの締め付けトルクを強
くしてください。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発火火火ししし
たたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら666～～～13mm13mm13mm 下下下まままでででととと
すすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張
しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすす
るるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

長期保管前

燃料系統が汚染された時や、マシンを長期にわたっ
て格納する場合はタンクを空にして内部を清掃し
てください。タンクの清掃にはきれいな燃料を使
用してください。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
400 運転時間ごと又は１年に１回のうち早い方の時
期に点検を行ってください。劣化・破損状況やゆる
みが発生していないかを調べてください。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備：：：
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

400運転時間ごと

1. 燃料フィルタのキャニスタの下に汚れのない
容器をおく（図 64）。

2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水
や異物を流し出す。

図図図 646464

1. 燃料フィルタ・水セパレータ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐ
う。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに
拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料供供供給給給チチチュュューーーブブブのののスススクククリリリーーーンンン
ののの清清清掃掃掃
燃料ピックアップチューブは、燃料タンクの内部
にあって、スクリーンで燃料を濾過し、燃料系統
への異物の進入を防いでいます。必要に応じて燃
料ピックアップ・チューブを取り外し、清祥して
ください。

燃燃燃料料料イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注 この手順は、燃料システムからの通常のエ
ア抜きを行ってもエンジンが始動できないと
きに行うものです；通常のエア抜きについて
は、 燃料系統からのエア抜き (ページ 27)を参
照してください。

1. No.1ノズルとホルダ・アセンブリへのパイプ
接続部をゆるめる（図 65）。
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図図図 656565

1. 燃料インジェクタ

2. 始動キーを ON 位置に回し、接続部から流れ
出る燃料が泡立たなくなるのを待つ。エアが
抜けて燃料のみが流れ出てくるようになった
らキーをOFFに戻す。

3. パイプをしっかり締め付ける。

4. 残りのノズルについても上記 1 ～ 3 の手順
でエアを抜く。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業ををを
行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーかかかららら222本本本のののケケケーーーブブブルルルををを両両両方方方
とととももも、、、電電電子子子コココンンントトトロロローーールルル･･･モモモジジジュュューーールルルかかからららのののワワワイイイヤヤヤ
ハハハーーーネネネスススををを222本本本とととももも、、、そそそしししてててオオオルルルタタタネネネーーータタタかかからららののの
タタターーーミミミナナナルルルコココネネネクククタタタををを外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

50運転時間ごと

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守しししバババッッッテテテリリリーーーにににいいいかかかななな
るるる火火火気気気ももも近近近づづづけけけななないいい。。。

50 運転時間ごとまたは1週間に1度、バッテリーを
点検してください。端子や周囲が汚れていると自然
放電しますので、バッテリーが汚れないようにして
ください。洗浄する場合は、まず重曹と水で全体を
洗います。次に真水ですすぎます。

ヒヒヒュュューーーズズズ
全部で8本のヒューズを使用しています。ヒューズ
ブロックは、コントロールアームのアクセスパネ
ルの裏側にあります（図 66）。
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図図図 666666

1. ヒューズブロック

図図図 676767

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調整整整
走行ペダルから足をはなしても本機が動きだすよう
でしたら調整が必要です。動きだすようでしたら
調整が必要です。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を下降させ、エンジンを停止させる。

2. 機体前部をジャッキアップして前タイヤを床
から浮かす。落下事故防止のために、ジャッ
キスタンドや支持ブロックなどを使って機体
をサポートする。

注注注 ４WD モデルでは後輪も浮かせてください｡

警警警告告告

ジジジャャャッッッキキキ（（（油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキ、、、機機機械械械式式式ジジジャャャッッッ
キキキ）））ががが外外外れれれたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりすすするるるととと重重重大大大ななな事事事
故故故とととなななるるる。。。

••• マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずず
スススタタタンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

••• 油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキだだだけけけででで支支支えええてててはははななならららななないいい。。。

3. ハイドロスタットの右側にあるトラクション調
整カムのロックナットをゆるめる（図 68）。

図図図 686868

1. ロックナット 2. トラクション調整カム
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警警警告告告

トトトラララクククシシショョョンンン調調調整整整カカカムムムののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンン
ジジジンンンををを回回回転転転さささせせせななながががららら行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。危危危
険険険ををを伴伴伴ううう作作作業業業ででであああるるるかかかららら、、、

マママフフフラララーーーなななどどどののの高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部、、、可可可動動動
部部部ににに顔顔顔ややや手手手足足足ををを近近近づづづけけけぬぬぬよよよううう十十十分分分注注注意意意すすす
るるるこここととと。。。

4. エンジンを始動し、車輪の回転が止まるとこ
ろまでカムを回す。

5. ロックナットを締めて調整を固定する。

6. エンジンを止める。ジャッキスタンドをはず
し、機体を床に下ろす。

7. 試験運転で調整を確認する。

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの調調調整整整
1. ハンドルを操作して後輪を真っ直ぐ前に向け

る。

2. 各タイロッド（図 69）の端についているジャ
ムナットをゆるめる。

注注注 タイロッド外側に溝が切ってあるところの
ネジは左ネジですから注意してください。

図図図 696969

1. ジャムナット 3. レンチ用のスロット

2. タイロッド

3. レンチ用スロットを利用して、タイロッドを
回転させる。

4. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間
距離を測る（アクスルの高さ位置で計測）。
後ホイールの前側で測定した距離が、後側で
の測定よりも 6 mm 小さければ適正である。

5. 必要に応じてこの調整操作を繰り返す。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却部部部ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

100運転時間ごと

2年ごと

吸気スクリーン、オイルクーラ、ラジエターは毎日
清掃してください（悪条件下で使用している場合
はより頻繁に）。

1. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2. エンジン部を丁寧に清掃する。

3. クランプをゆるめ、後スクリーンを開く
（図 70）。

図図図 707070

1. 後部スクリーンのラッチ 2. 後部スクリーン

4. スクリーンを圧縮空気でていねいに洗浄する。

5. オイルクーラのラッチを内側に倒してオイル
クーラを外す（図 71）
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図図図 717171

1. オイルクーラ 2. オイルクーラのラッチ

6. オイルクーラとラジエターの裏表を（図 72）
圧縮空気で丁寧に清掃する。

図図図 727272

1. ラジエター

7. オイルクーラを元に戻し、ラッチで確実に固
定する。

8. スクリーンを閉じ、ラッチを掛ける。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキペダルの遊びが25 mm以上となったり、
ブレーキの効きが悪いと感じられるようになった
ら、調整を行ってください。遊びとは、ブレーキペ
ダルを踏み込んでから抵抗を感じるまでのペダル
の行きしろを言います。

注注注 調整の前と後に、ホイールモータのバックラッ
シュ（ギアのガタ）を利用してドラムを前後にゆす
り、ドラムが何にも接触していないことを確認し
てください。

1. 遊びを減らす（ブレーキを締める）には、ブ
レーキケーブルのネジ山の前ナットをゆるめ、
後ろのナットを締める (図 73)。

1 2

図図図 737373

1. ブレーキケーブル 2. 前ナット

2. 後ろナットを締めてケーブルを後ろへ引く；
ホイールがロックするまでの行きしろが 12.7
mm～19 mm になるように調整する。

3. 前ナットを締め、左右のケーブルが同じよう
に動作することを確認する。
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駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
駐車ブレーキが固定できなくなった場合には、駐
車ブレーキのツメを調整します。

1. 駐車ブレーキのツメをフレームに固定してい
るネジ2本をゆるめる(図 74)。

1
4

3
2

図図図 747474

1. ブレーキケーブル 3. 駐車ブレーキのツメ

2. ネジ（2本） 4. ブレーキの戻り止め

2. ブレーキのツメが戻り止めに完全に掛かるま
で駐車ブレーキペダルを前に踏み込む(図 74).

3. ねじ（2本）を締めて調整を固定する。

4. ブレーキペダルを踏み込んで駐車ブレーキを
解除する。

5. 試運転で調整の確認を行い、必要に応じて再
調整する。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備
初日の運転が終了したらオルタネータベルトの状
態と張りの点検調整を行い、その後は100運転時間
ごとに点検調整します。

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトのののテテテンンンシシショョョンンン
調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

1. フードを開ける。

2. オルタネータ側プーリとクランクシャフト側
プーリ間の中央部(図 75)でベルトを指で10 kg
程度の力で押して点検する。

図図図 757575

1. ブレース 3. ピボットボルト

2. オルタネータベルト

ベルトのたわみが 10 mm 程度あれば適正とす
る。たわみの量が適正でない場合は手順 3 へ
進む。適正であれば調整は不要である。

3. ブレースをエンジンに固定しているボルト
（図 75）と、オルタネータをブレースとピ
ボットボルトに固定しているボルトをゆるめ
る。

4. オルタネータとエンジンの間にバールを差し
込み、オルタネータの位置を変えて必要な張
りを出す。

5. 調整が終わったらそれぞれのボルトを締める。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

2年ごと

通常は 800 運転時間ごとにオイルを交換します。
オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体
を洗浄する必要がありますので、Toro 代理店にご
連絡ください。汚染されたオイルは乳液状になっ
たり黒ずんだ色なったりします。

1. エンジンを止め、フードを開ける。

2. タンク（図 76）の下についているフィッティ
ングの下に、オイルを受ける大型の容器を置
く。

図図図 767676

1. ホース

3. フィッティングからホースを外し、流れ出す
オイルを容器に受ける。

4. オイルが全部流れ出たらホースを元通りに接
続する。

5. 油圧オイルタンクに約 30
リットルの油圧オイルを入れ
る； 油圧オイルを点検する (ページ 26)を
参照。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススス
テテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

6. タンクにキャップを取り付ける。

7. エンジンを始動し、全部の油圧装置を操作し
て内部にオイルを行き渡らせる。オイル漏れ
の有無も同時に点検する。

8. エンジンを止める。

9. 油量を点検し、足りなければディップスティッ
クの FULLマークまで補給する。

重重重要要要 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

インジケータに油圧オイルフィルタの交換時期が表
示されます（図 77）。エンジン回転中にこのイン
ジケータを点検したとき、表示が緑色の領域にあれ
ば交換は不要です。表示が赤色の領域に入ったら、
油圧フィルタを交換してください。

図図図 777777

1. 油圧フィルタの目詰まりインジケータ

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器
ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを
下降させ、エンジンを停止させ、駐車ブレー
キを掛けてキーを抜き取る。

2. フィルタ取り付け部付近をきれいに拭い、下
に容器を置く（図 78と図 79）。

図図図 787878

1. 油圧フィルタ
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図図図 797979

1. 油圧フィルタ

3. フィルタを外す。

4. 新しいフィルタのガスケットに油圧オイルを
薄く塗る。

5. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

6. ガスケットが取り付け部に当るまでフィルタ
を手でねじ込み、そこからさらに1/2回転締
め付ける。

7. もう1つのフィルタについても、同じ要領で
作業を行う。

8. エンジンを始動して２分間運転し、システム
内のエアをパージする。

9. エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点
検する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

毎日、油圧ホースと油圧ラインを点検し、漏れ、折
れ、サポートのゆるみ、磨耗や腐食があれば交換
してください。異常を発見したら必ず運転を行う
前に修理してください。

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専
門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののテテテススストトトポポポーーートトトののの使使使
用用用
油圧回路の油圧試験を実施できるように、テスト
ポートがあります必要に応じ弊社代理店にご相談
ください。

前油圧チューブについているテストポート（図 80）
は、走行回路の故障探究用です。

図図図 808080

1. 走行回路テストポート

刈り込みマニホルドブロックついているテストポー
ト（図 81）は、刈り込み回路の故障探究用です。
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図図図 818181

1. 刈り込み回路テストポート（2個）

昇降マニホルドブロックついているテストポート
（図 82）は、昇降回路の故障探究用です。

図図図 828282

1. 昇降回路テストポート

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののバババッッックククラララッッップププ

警警警告告告

バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすす
るるる。。。

••• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等
ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたたリリリーーー
ルルルををを絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななないいいこここととと。。。

注注注 バックラップの時は、前３ユニット、後２ユニッ
トがそれぞれ共に回転します。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を降下させ、エンジンを停止して、駐車ブ
レーキを掛け、リール回転スイッチを回転禁
止位置とする。

2. 運転席を上げてリールコントロールを露出さ
せる。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃をバッ
クラップ用に設定する；カッティングユニッ
トのオペレーターズマニュアルを参照。

4. エンジンを始動し、アイドル回転にセットす
る。

危危危険険険

バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるととと
リリリーーールルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

••• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度
ををを変変変えええななないいいこここととと。。。

••• バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速速速度度度以以以外外外でででははは
行行行わわわななないいいこここととと。。。

5. 両方のリール速度セレクタを 1にセットする
（図 83）。

図図図 838383

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロールの
ノブ
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6. バックラップスイッチで前のカッティングユ
ニット又は後ろのカッティングユニット、あ
るいは両方を選択する（図 83）。

危危危険険険

人人人身身身事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトトかかかららら十十十分分分離離離れれれてててかかかららら次次次ののの手手手順順順ににに進進進むむむこここ
ととと。。。

7. 刈り込み/移動走行切り換えレバーを「刈り
込み」にセットし、リール回転スイッチを回
転許可にセットする。リールコントロールレ
バーを前に倒すとリールが回転してバック
ラップが始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピングコンパウ
ンドを塗布しながらラッピングを続ける。柄
の短いブラシは絶対に使用しないこと。

9. リールが停止したり回転にムラがある場合は、
速度設定を上げて回転を安定させてからもと
の速度（或いは希望速度）に戻す。

10. バックラップ中にカッティングユニットの調
整を行う場合は、必ず、ジョイスティックを
後ろに倒してリールを停止し、リール回転ス
イッチを回転禁止にセットし、エンジンを停
止させる。調整が終ったら5～9を行う。

11. バックラップするユニット全部に上記手順を
行う。

12. バックラップが終了したら、バックラップレ
バーを通常の刈り込み位置に戻し、運転席を元
にもどして固定し、カッティングユニットに
付いているコンパウンドを完全に落とす。必
要に応じてリールと下刃の間隔を調整する。
リール回転速度コントロールを、希望の速度
位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププレレレバババーーーををを通通通常常常位位位置置置（（（OFFOFFOFF）））ににに
戻戻戻しししててておおおかかかななないいいととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを
通通通常常常通通通りりりににに操操操作作作すすするるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。

注注注 バックラップについて更に詳しい内容が
「Toro リール/ロータリー･モアのための研
磨マニュアル」（Toro Sharpening Reel and
Rotary Mowers Manual） Form Number 80-300SL
に掲載されています。

注注注 バックラップが終わったら、ベッドナイフ
の前端に軽くヤスリ掛けを行うとさらに切れ
味が向上します。これによりベッドナイフ前
端に形成されたバリを取り除きます。このと
き刃先を削らないように注意してください。

保保保管管管

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
1. トラクションユニット、カッティングユニッ

ト、エンジンをていねいに洗浄する。

2. タイヤ空気圧を点検する全部のタイヤ空気圧を
83～103 kPa（0.8～1.0 kg/cm2）に調整する。

3. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必
要な締め付けを行う。

4. グリス注入部やピボット部全部をグリスアッ
プする。余分のグリスやオイルはふき取る。

5. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、
タッチアップする。金属部の変形を修理する。

6. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う：

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を
重曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にGrafo
112X スキン･オーバー･グリス（P/N
505-47）またはワセリンを塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごと
に24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグを

はめる。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいオイ
ルフィルタを取り付ける。

3. 新しいエンジンオイルを所定量入れる。

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

5. エンジンを止める。

6. 燃料タンク，パイプ，フィルタ/水セパレータ
から燃料をすべて抜きとる。

7. 燃料タンクの内部をきれいな燃料で洗浄する。

8. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

9. エアクリーナをきれいに清掃する。

10. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を
防水テープでふさぐ。

11. 不凍液の量を確認し必要に応じ補給する（保
管場所の最低気温を考慮すること）。

50



図図図面面面

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. -)-)-)
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品が
あり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい情
報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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